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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動的監視すべき多数のソースから複数のネットワーク・リソースを識別するステップ、
ここで上記多数のソースは、少なくとも、ブラウザのお気に入りフォルダに列挙されてい
るネットワーク・リソースと、上記ブラウザのアドレスバーのドロップダウン・リストに
列挙されているネットワーク・リソースと、上記ブラウザのアドレスバーに入力されたウ
ェブアドレスによって示されたネットワーク・リソースとを含む、と、
　トリガーに基づいて、上記識別されたネットワーク・リソースを上記ブラウザによって
動的に監視するステップ、ここで上記トリガーは、ユーザーからの更新指示に応じて上記
ブラウザに同じネットワーク・リソースについての連続するスナップショットを取得させ
る即時トリガーであって、また、識別されたネットワーク・リソースを動的に監視する当
該ステップは、上記ブラウザによって、同じネットワーク・リソースについての連続する
スナップショットを取得するステップ及び上記連続するスナップショットのコンテンツを
比較するステップを通して上記ネットワーク・リソースの更新情報を動的に監視するステ
ップを含む、と、
　上記ネットワーク・リソースのうちのいずれかに更新があるときに、予め設定された更
新通知手段に従ってユーザーに通知するステップと
　を含むことを特徴とする更新通知方法。
【請求項２】
　請求項１記載の更新通知方法において、上記更新指示は、
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　ユーザーによる上記ブラウザを開く指示、ユーザーによる上記ブラウザを閉じる指示、
及びユーザーによる上記ブラウザを使用する指示、
　のうちのいずれか１つ以上を含むことを特徴とする。
【請求項３】
　請求項１記載の更新通知方法において、この更新通知方法は、さらに
　上記ブラウザによってユーザーから特定する指示を受け取って、動的監視すべきネット
ワーク・リソースを識別するステップ、及び／又は、上記ブラウザによって、予め設定さ
れたルールを用いた解析に基づいて、動的監視すべきネットワーク・リソースを自動的に
識別するステップ
　を含むことを特徴とする。
【請求項４】
　請求項１記載の更新通知方法において、ブラウザによってネットワーク・リソースを動
的に監視する上記ステップは、
　上記ネットワーク・リソースの特定コンテンツの更新情報を動的に監視するステップを
含むことを特徴とする。
【請求項５】
　請求項１記載の更新通知方法において、ネットワーク・リソースのうちのいずれかに更
新があるときに、予め設定された更新通知手段に従ってユーザーに通知する上記ステップ
は、
　上記ネットワーク・リソースのうちのいずれかに更新があり、且つ対応する更新情報が
予め設定された更新通知条件を満たすときに、上記予め設定された更新通知手段に従って
ユーザーに通知するステップ
　を含むことを特徴とする。
【請求項６】
　請求項５記載の更新通知方法において、上記予め設定された更新通知条件は、
　あるネットワーク・リソース内の変更されたワードの総数が、所定の閾値を超えること
、及び／又は、
　上記ネットワーク・リソース内の変更箇所が、画像を含むこと、及び／又は、
　上記ネットワーク・リソース内の変更箇所が、リンクを含むこと、及び／又は、
　上記ネットワーク・リソース内の変更箇所が、キーワードを含むこと、及び／又は、
　上記ネットワーク・リソース内の変更箇所が、マルチメディアファイルを含むこと、及
び／又は、
　上記ネットワーク・リソース内の変更箇所が、ダウンロード可能なファイルを含むこと
　を含むことを特徴とする。
【請求項７】
　請求項１記載の更新通知方法において、上記予め設定された更新通知手段は、
　上記ブラウザによって自動的に設定された更新通知手段、又は、
　ユーザーによって設定された更新通知手段
を含むことを特徴とする。
【請求項８】
　請求項１記載の更新通知方法において、上記予め設定された更新通知手段は、
　ダイアログ・ボックス、吹き出し、ラベル、及び音声信号のうちの、いずれか１つ以上
を通じて、ブラウザインターフェイス内に更新通知を提供すること、又は、
　ダイアログ・ボックス、吹き出し、ラベル、及び音声信号のうちの、いずれか１つ以上
を通じて、端末インターフェイス内且つ上記ブラウザインターフェイス外の領域に、更新
通知を提供すること、又は、
　通信ソフトウェアツールを通じて、携帯端末に更新通知を送信すること
　を含むことを特徴とする。
【請求項９】
　動的監視すべき多数のソースから複数のネットワーク・リソースを識別し、トリガーに
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基づいて上記識別されたネットワーク・リソースをブラウザによって動的に監視するため
に用いられる、動的監視モジュール、ここで上記多数のソースは、少なくとも、上記ブラ
ウザのお気に入りフォルダに列挙されているネットワーク・リソースと、上記ブラウザの
アドレスバーのドロップダウン・リストに列挙されているネットワーク・リソースと、上
記ブラウザのアドレスバーに入力されたウェブアドレスによって示されたネットワーク・
リソースとを含み、上記トリガーは、ユーザーからの更新指示に応じて上記ブラウザに同
じネットワーク・リソースについての連続するスナップショットを取得させる即時トリガ
ーであって、また、上記識別されたネットワーク・リソースを動的に監視することは、上
記ブラウザによって、同じネットワーク・リソースについての連続するスナップショット
を取得すること及び上記連続するスナップショットのコンテンツを比較することを通して
上記ネットワーク・リソースの更新情報を動的に監視することを含む、と、
　上記監視されるネットワーク・リソースからの更新を上記動的監視モジュールが検知し
たときに、予め設定された更新通知手段に従ってユーザーに通知するために用いられる、
更新通知モジュールと
　を備えることを特徴とするブラウザ。
【請求項１０】
　上記更新指示は、
　ユーザーによる上記ブラウザを開く指示、ユーザーによる上記ブラウザを閉じる指示、
及びユーザーによる上記ブラウザを使用する指示、
　のうちのいずれか１つ以上を含むことを特徴とする請求項９記載のブラウザ。
【請求項１１】
　上記動的監視モジュールは、
　ユーザーから受け取った、動的監視する必要があるネットワーク・リソースを特定する
指示に基づいて、動的監視すべきネットワーク・リソースを識別する、及び／又は、予め
設定されたルールを用いた解析に基づいて、動的監視すべきネットワーク・リソースを自
動的に識別する、ために用いられる識別ユニットと、
　上記識別ユニットによって識別された動的監視すべきネットワーク・リソースの更新情
報を動的に監視する上記動的監視モジュールと、
　をさらに含むことを特徴とする請求項９記載のブラウザ。
【請求項１２】
　上記動的監視モジュールは、上記ネットワーク・リソースの特定コンテンツの更新情報
を動的に監視することを特徴とする請求項９記載のブラウザ。
【請求項１３】
　上記更新通知モジュールは、更新通知条件を予め設定するために用いられる第１プリセ
ットユニットを含み、
　上記更新通知モジュールは、上記動的監視モジュールが上記ネットワーク・リソースか
らの更新を検知し且つ対応する更新情報が上記第１プリセットユニットによって予め設定
された上記更新通知条件を満たすときに、上記予め設定された更新通知手段に従ってユー
ザーに通知することを特徴とする請求項９記載のブラウザ。
【請求項１４】
　上記予め設定された更新通知条件は、
　あるネットワーク・リソース内の変更されたワードの総数が、所定の閾値を超えること
、及び／又は、
　上記ネットワーク・リソース内の変更箇所が、画像を含むこと、及び／又は、
　上記ネットワーク・リソース内の変更箇所が、リンクを含むこと、及び／又は、
　上記ネットワーク・リソース内の変更箇所が、キーワードを含むこと、及び／又は、
　上記ネットワーク・リソース内の変更箇所が、マルチメディアファイルを含むこと、及
び／又は、
　上記ネットワーク・リソース内の変更箇所が、ダウンロード可能なファイルを含むこと
　を含むことを特徴とする請求項１３記載のブラウザ。
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【請求項１５】
　上記更新通知モジュールは、受け取ったユーザー設定指示に基づいて更新通知手段を予
め設定する、及び／又は、自動的に更新通知手段を予め設定する、ために用いられる第２
プリセットユニットを含むことを特徴とする請求項９記載のブラウザ。
【請求項１６】
　上記予め設定された更新通知手段は、
　ダイアログ・ボックス、吹き出し、ラベル、及び音声信号のうちの、いずれか１つ以上
を通じて、ブラウザインターフェイス内に更新通知を提供すること、又は、
　ダイアログ・ボックス、吹き出し、ラベル、及び音声信号のうちの、いずれか１つ以上
を通じて、端末インターフェイス内且つ上記ブラウザインターフェイス外の領域に、更新
通知を提供すること、又は、
　通信ソフトウェアツールを通じて、携帯端末に更新通知を送信すること
　を含むことを特徴とする請求項９記載のブラウザ。
 

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本出願は、「更新通知方法及びブラウザ」という名称で２００９年６月２３日に中国特許
庁へ出願された、中国特許出願Ｎｏ．２００９１００８７５０２．１についての優先権を
主張するものであり、これの全体の内容は参考として本出願に組み込まれている。
【０００２】
 本発明は、インターネット技術の分野に関するもので、特に更新通知方法およびブラウ
ザに関するものである。
【背景技術】
【０００３】
　インターネットの普及にともない、人々は、益々インターネットを利用した情報の取得
や文書の検索に慣れ親しんでいる。使用可能になる多様なポータルサイトが存在するもの
の、種々のウェブサイトの間を行き来するにはかなりの時間を消費する。検索エンジンは
、我々が求めているものを検索する手助けとなるかもしれないが、しかし、適切な検索を
行うには手間のかかるものである。ここで、ＲＳＳ(Rich Site SummaryまたはReally Sim
pleSyndication)と呼ばれるインターネット上の新しい情報フォーマットが存在する。Ｒ
ＳＳは、ユーザーがニュースのヘッドラインや他のウェブコンテンツを共有するためのＸ
ＭＬフォーマット規格であり、インターネット上で広く用いられているコンテンツパッケ
ージ及び配信プロトコルでもある。ＲＳＳシンジケートソフトウェアツールを用いると、
インターネットユーザーは、ＲＳＳ出力をサポートするウェブサイトからコンテンツをク
ライアント側で読み込むことができる。
【０００４】
　現在、インターネットには非常に多くのウェブサイトがあり、各ウェブサイトがいつ更
新されるかは予測不可能である。一つの方法としては、ＩＥブラウザなどの従来のブラウ
ザにあるお気に入り（ブックマーク）フォルダ（favorites-folder）の機能によって、ユ
ーザーは、自分が関心を持ったウェブページのウェブページリンクを保存することができ
る。従って、次回インターネットを閲覧する際、ユーザーは、直接お気に入りフォルダに
行って保存したウェブページのリンクを探し、さらにリンクをクリックして、対応するウ
ェブページの更新されたコンテンツを読み込むことができる。別の方法としては、ユーザ
ーは、クライアント側のＲＳＳリーダーを介して自分が関心を持ったウェブページを購読
することができる。１つ以上のウェブサイトがコンテンツを更新したときには、クライア
ント側のＲＳＳリーダーは、規則に従って自動でＲＳＳリストを更新でき、また、ユーザ
ーがリンクをたどってコンテンツを読み込めるようにＲＳＳフォルダの中のウェブサイト
のタイトルを更新できる。クライアント側のＲＳＳリーダーが起動した後では、ユーザー
は、手動でＲＳＳリストを更新して、ＲＳＳリストの中から更新されたウェブサイトのタ
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イトルを探し、リンクをたどってコンテンツを読み込むこともできる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、出願人の知る限り、上記一つの方法によって提供されるお気に入りフォ
ルダの機能は任意のウェブページに用いることができるものの、お気に入りフォルダに保
存されたウェブページを動的に監視することはできず、また、ウェブページが更新された
後に、ユーザーがこのウェブページを訪問できるように通知することもできない。さらに
、上記別の方法によって提供されるクライアント側のＲＳＳリーダーのソフトウェアは、
ＲＳＳ出力をサポートするウェブページを動的に監視することしかできず、また非常に限
定された機能しか持っていないことが多い。
【０００６】
　本発明は、上記事由に鑑みて為されたものであり、その目的は、ＲＳＳ出力をサポート
していないネットワーク・リソースを含む種々のネットワーク・リソースを動的に監視す
ることが可能であるとともに、監視されるネットワーク・リソースが更新された後に、多
種多様な方法によって能動的且つ適時に（タイムリーに）ユーザーに通知することが可能
な更新通知方法及び関連するブラウザを、提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この目的を実現するために、本発明は以下の特徴を備える。
【０００８】
　本発明の更新通知方法は、ブラウザによってネットワーク・リソースを動的に監視する
ステップと、上記ネットワーク・リソースのうちのいずれかに更新があるときに、予め設
定された更新通知手段に従ってユーザーに通知するステップとを含む。
【０００９】
　好ましくは、ネットワーク・リソースを動的に監視する上記ステップは、同じネットワ
ーク・リソースについての連続するスナップショットを取得するステップ及び上記連続す
るスナップショットのコンテンツを比較するステップを通して、上記ブラウザによって上
記ネットワーク・リソースの更新情報を動的に監視するステップを含む。
【００１０】
　好ましくは、同じネットワーク・リソースについての連続するスナップショットを取得
する上記ステップは、予め設定された時間間隔に基づいて、上記同じネットワーク・リソ
ースについての上記連続するスナップショットを定期的に取得するステップ、及び／又は
、ユーザーからの更新指示に基づいて、上記同じネットワーク・リソースについての上記
連続するスナップショットを取得するステップを含む。
【００１１】
　好ましくは、上記更新指示は、ユーザーによる上記ブラウザを開く指示、ユーザーによ
る上記ブラウザを閉じる指示、及びユーザーによる上記ブラウザを使用する指示、のうち
のいずれか１つ以上を含む。
【００１２】
　好ましくは、この更新通知方法は、さらに、上記ブラウザによってユーザーから特定す
る指示を受け取って、動的監視すべきネットワーク・リソースを識別するステップ、及び
／又は、上記ブラウザによって、予め設定されたルールを用いた解析に基づいて、動的監
視すべきネットワーク・リソースを自動的に識別するステップを含む。
【００１３】
　好ましくは、ブラウザによってネットワーク・リソースを動的に監視する上記ステップ
は、上記ブラウザのお気に入りフォルダに列挙されている動的監視する必要があるネット
ワーク・リソースの更新情報を、動的に監視するステップ、及び／又は、上記ブラウザの
アドレスバーのドロップダウン・リストに列挙されている動的監視する必要があるネット
ワーク・リソースの更新情報を、動的に監視するステップ、及び／又は、上記ブラウザの
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アドレズバーに入力されたウェブアドレスによって示された動的監視する必要があるネッ
トワーク・リソースの更新情報を、動的に監視するステップを含む。
【００１４】
　好ましくは、ブラウザによってネットワーク・リソースを動的に監視する上記ステップ
は、上記ネットワーク・リソースの特定コンテンツの更新情報を動的に監視するステップ
を含む。
【００１５】
　好ましくは、ネットワーク・リソースのうちのいずれかに更新があるときに、予め設定
された更新通知手段に従ってユーザーに通知する上記ステップは、上記ネットワーク・リ
ソースのうちのいずれかに更新があり、且つ対応する更新情報が予め設定された更新通知
条件を満たすときに、上記予め設定された更新通知手段に従ってユーザーに通知するステ
ップを含む。
【００１６】
　好ましくは、上記予め設定された更新通知条件は、あるネットワーク・リソース内の変
更されたワードの総数が、所定の閾値を超えること、及び／又は、上記ネットワーク・リ
ソース内の変更箇所が、画像を含むこと、及び／又は、上記ネットワーク・リソース内の
変更箇所が、リンクを含むこと、及び／又は、上記ネットワーク・リソース内の変更箇所
が、キーワードを含むこと、及び／又は、上記ネットワーク・リソース内の変更箇所が、
マルチメディアファイルを含むこと、及び／又は、上記ネットワーク・リソース内の変更
箇所が、ダウンロード可能なファイルを含むこと、を含む。
【００１７】
　好ましくは、上記予め設定された更新通知手段は、上記ブラウザによって自動的に設定
された更新通知手段、又は、ユーザーによって設定された更新通知手段を含む。
【００１８】
　好ましくは、上記予め設定された更新通知手段は、ダイアログ・ボックス、吹き出し、
ラベル、及び音声信号のうちの、いずれか１つ以上を通じて、ブラウザインターフェイス
内に更新通知を提供すること、又は、ダイアログ・ボックス、吹き出し、ラベル、及び音
声信号のうちの、いずれか１つ以上を通じて、端末インターフェイス内且つ上記ブラウザ
インターフェイス外の領域に、更新通知を提供すること、又は、通信ソフトウェアツール
を通じて、携帯端末に更新通知を送信することを含む。
【００１９】
　本発明のブラウザは、ネットワーク・リソースを動的に監視するために用いられる動的
監視モジュールと、上記監視されるネットワーク・リソースからの更新を上記動的監視モ
ジュールが検知したときに、予め設定された更新通知手段に従ってユーザーに通知するた
めに用いられる更新通知モジュールとを備える。
【００２０】
　好ましくは、上記動的監視モジュールは、同じネットワーク・リソースについての連続
するスナップショットを取得すること及び上記連続するスナップショットのコンテンツを
比較することを通して、上記ネットワーク・リソースの更新情報を動的に監視する。
【００２１】
　好ましくは、上記の、動的監視モジュールによって同じネットワーク・リソースについ
ての連続するスナップショットを取得することは、予め設定された時間間隔に基づいて、
上記同じネットワーク・リソースについての上記連続するスナップショットを定期的に取
得すること、及び／又は、ユーザーからの更新指示に基づいて、上記同じネットワーク・
リソースについての上記連続するスナップショットを取得することを含む。
【００２２】
　好ましくは、上記更新指示は、ユーザーによる上記ブラウザを開く指示、ユーザーによ
る上記ブラウザを閉じる指示、及びユーザーによる上記ブラウザを使用する指示、のうち
のいずれか１つ以上を含む。
【００２３】
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　好ましくは、上記動的監視モジュールは、ユーザーから受け取った、動的監視する必要
があるネットワーク・リソースを特定する指示に基づいて、動的監視すべきネットワーク
・リソースを識別する、及び／又は、予め設定されたルールを用いた解析に基づいて、動
的監視すべきネットワーク・リソースを自動的に識別する、ために用いられる識別ユニッ
トと、上記識別ユニットによって識別された動的監視すべきネットワーク・リソースの更
新情報を動的に監視する上記動的監視モジュールと、をさらに含む。
【００２４】
　好ましくは、上記動的監視モジュールは、上記ブラウザのお気に入りフォルダに列挙さ
れている動的監視する必要があるネットワーク・リソースの更新情報を、動的に監視する
、及び／又は、上記ブラウザのアドレスバーのドロップダウン・リストに列挙されている
動的監視する必要があるネットワーク・リソースの更新情報を、動的に監視する、及び／
又は、上記ブラウザのアドレズバーに入力されたウェブアドレスによって示された動的監
視する必要があるネットワーク・リソースの更新情報を、動的に監視する。
【００２５】
　好ましくは、上記動的監視モジュールは、上記ネットワーク・リソースの特定コンテン
ツの更新情報を動的に監視する。
【００２６】
　好ましくは、上記更新通知モジュールは、更新通知条件を予め設定するために用いられ
る第１プリセットユニットを含み、上記更新通知モジュールは、上記動的監視モジュール
が上記ネットワーク・リソースからの更新を検知し且つ対応する更新情報が上記第１プリ
セットユニットによって予め設定された上記更新通知条件を満たすときに、上記予め設定
された更新通知手段に従ってユーザーに通知する。
【００２７】
　好ましくは、上記予め設定された更新通知条件は、あるネットワーク・リソース内の変
更されたワードの総数が、所定の閾値を超えること、及び／又は、上記ネットワーク・リ
ソース内の変更箇所が、画像を含むこと、及び／又は、上記ネットワーク・リソース内の
変更箇所が、リンクを含むこと、及び／又は、上記ネットワーク・リソース内の変更箇所
が、キーワードを含むこと、及び／又は、上記ネットワーク・リソース内の変更箇所が、
マルチメディアファイルを含むこと、及び／又は、上記ネットワーク・リソース内の変更
箇所が、ダウンロード可能なファイルを含むこと、を含む。
【００２８】
　好ましくは、上記更新通知モジュールは、受け取ったユーザー設定指示に基づいて更新
通知手段を予め設定する、及び／又は、自動的に更新通知手段を予め設定する、ために用
いられる第２プリセットユニットを含む。
【００２９】
　好ましくは、上記予め設定された更新通知手段は、ダイアログ・ボックス、吹き出し、
ラベル、及び音声信号のうちの、いずれか１つ以上を通じて、ブラウザインターフェイス
内に更新通知を提供すること、又は、ダイアログ・ボックス、吹き出し、ラベル、及び音
声信号のうちの、いずれか１つ以上を通じて、端末インターフェイス内且つ上記ブラウザ
インターフェイス外の領域に、更新通知を提供すること、又は、通信ソフトウェアツール
を通じて、携帯端末に更新通知を送信すること、を含む。
【００３０】
　本発明のコンピュータで読み込み可能な記憶媒体は、コンピュータプログラムコードを
含み、コンピュータユニットによって実行されるとき、上記コンピュータユニットに対し
て、ネットワーク・リソースを動的に監視することと、上記ネットワーク・リソースのう
ちのいずれかに更新があるときに、予め設定された更新通知手段に従ってユーザーに通知
することと、を指示する。
【発明の効果】
【００３１】
　従来の技術に比べて、本発明は以下の利点を含む。
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【００３２】
　第１に、本出願は、更新通知方法および関連するブラウザを提供するものである。ウェ
ブページがブラウザを通して直接監視されるので、ＲＳＳ出力をサポートしていないもの
も含めてさまざまなウェブページを動的に監視することができ、監視されるウェブページ
が更新された後に、多種多様な方法を介して能動的且つ適時にユーザーに通知することが
できる。
【００３３】
　第２に、本発明によれば、（１つの）ブラウザによって、ネットワーク・リソースの更
新情報を動的に監視する機能を実行してもよい。従って、ユーザーがこのブラウザを使用
するとき、ユーザーは、自分が関心を持ったネットワーク・リソースを快適に動的監視で
きるばかりでなく、適時にこれらのネットワーク・リソースの更新されたコンテンツを読
み込むことができる。さらに、ユーザーがあるウェブページを購読したいときには、ユー
ザーは、このウェブページを購読して更新されたコンテンツを読み込むために、ＲＳＳリ
ーダーとブラウザの両方（つまり、２つのクライアント側のツール）を同時に開く必要が
ないものである。その上、ユーザーが関心を持ったウェブページからの更新をユーザーに
通知するのに、ブラウザのオリジナルのお気に入りフォルダを用いることができ、ユーザ
ーは、開示された上記方法を非常に快適に使用することができるようになる。
【００３４】
　さらに、本発明によるブラウザは、動的に監視されているネットワーク・リソースから
の更新情報が、所定の更新通知条件を満たすときに、多種多様な方法を用いてユーザーに
通知することができる。その後、ユーザーが更新されたネットワーク・リソースを読み込
んだ時には、このブラウザは、ユーザーの個々のニーズに合うような多くのフォーマット
を介して、ユーザーに対して更新されたコンテンツを表示することができる。その上、通
信ソフトウェアツールを用いて携帯端末に更新通知メッセージを送信することができ、ユ
ーザーは、コンピュータの前に座っていなくても、適時に更新通知を受け取ることができ
る。従って、本願発明の適用範囲を広げることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
　本発明の実施形態または特定の先行技術をより明確に説明するために、本発明の実施形
態または特定の先行技術の説明に必要とされる添付図面の簡単な紹介を以下に記載する。
勿論、下記の図面は、特定の実施形態を説明するだけのものであり、当業者は、記載され
る図面に基づいて創作的作業をすることなく別の図面を得てもよい。
【００３６】
　図１は、本発明に係る開示された更新通知方法の概略フローチャート図である。
【００３７】
　図２は、本発明に係る開示された更新通知方法の特定フローチャート図である。
【００３８】
　図３は、本発明に係るブラウザの概略ブロック図である。
【００３９】
　図４は、本発明に係るブラウザの特定ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００４０】
　本発明は、ウェブページ更新通知方法および関連するブラウザを提供する。ウェブペー
ジはブラウザを通じて直接監視されるので、ＲＳＳ出力をサポートしていないウェブペー
ジを含むさまざまなネットワーク・リソースを動的に監視することができる。監視される
ネットワーク・リソースが更新された後に、さまざまな方法を用いて能動的にユーザーに
通知することができる。上述の本発明の目的、特徴および利点をより良く理解するために
、以下では、図面と詳細な実施形態の両方によって本発明の詳細な説明をさらに提供する
。
【００４１】
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　理解を容易にするために、本実施形態の開示で使用される語句について、以下に説明す
る。
【００４２】
　ＨＴＭＬ（HyperText Markup Language）は、インターネット上で現在最も広く使用さ
れている言語であり、ウェブページ・ドキュメント・ファイルにとってのメイン言語でも
ある。
【００４３】
　ＤＯＭ（Document Object Model；文書オブジェクト・モデル）は、ウェブページの他
の標準コンポーネントにアクセスするために用いられることができる、ブラウザ、プラッ
トフォーム、およびニュートラル言語インターフェイスである。
【００４４】
　ネットワーク・リソースは、ウェブページやビデオ、オーディオ、画像などのような、
ブラウザおよびそのプラグインによって識別され解析され得る種々のリソースを含む。
【００４５】
　特定コンテンツは、ネットワーク・リソース内におけるユーザーが関心を持った情報の
ことを指し、ネットワーク・リソース内の一部または全部の情報を含んでもよい。ネット
ワーク・リソースのフォームは絶え間なく変化するので、特定コンテンツの規格は柔軟性
があってもよいものと理解される。ユーザーに関心が持たれている限り、いかなるコンテ
ンツもネットワーク・リソースの特定コンテンツとして考慮され得る。例えば、ユーザー
が所定のネットワーク・リソースの所定の場所にある広告に関心がある場合、そのような
広告も、ネットワーク・リソースの特定コンテンツとして考慮され得る。その一方、一般
に、ネットワーク・リソース内におけるＨＴＭＬタグセット、大量の広告、ナビゲーショ
ン情報は、非特定コンテンツとして考えられる。
【００４６】
　特定エリアおよび特定エレメントは、特定コンテンツを抽出するための方法である。つ
まり、あるネットワーク・リソースの（一または複数の）特定エリアを取得することによ
って、これらの特定エリアのコンテンツが、このネットワーク・リソースの特定コンテン
ツとして取得され得る。或いは、あるネットワーク・リソースの（一または複数の）特定
エレメントを取得することによって、対応する特定エレメントのコンテンツが、このネッ
トワーク・リソースの特定コンテンツとして取得され得る。特定エレメントは、ネットワ
ーク・リソースの何らかのエレメントであってもよいし、多数のエレメントの集まりであ
ってもよい。また、多数のエレメントは、例えば完全に別々のフォーム或いは隣接するフ
ォームのような、異なるフォームで存在していてもよい。特定エリアは、あるネットワー
ク・リソースのいずれかのエリアであってもよいし、ネットワーク・リソースにおける多
数のエリアであってもよい。特定エリアがネットワーク・リソースにおける単体のエリア
であって、この単体のエリアが１つのエレメントだけに一致するほど十分に小さいときに
は、この特定エリアは、このネットワーク・リソースにおいて特定エレメントと同等であ
る。一方、ある特定エレメントが、１つのエリアにまとめられて隣接して形成された多数
のエレメントの集まりであるときには、この特定エレメントは、特定エリアと同等である
。
【００４７】
　図１は、本発明に係る開示された更新通知方法の、概略フローチャート図を示しており
、その方法は以下の内容を含む。
【００４８】
　ステップ１０１は、ブラウザが、１つのネットワーク・リソースまたは複数のネットワ
ーク・リソースを動的に監視することである。
【００４９】
　より詳しくは、ブラウザが、スナップショットを取得（即ち、ある時点においてコンテ
ンツをキャプチャー）し、同じネットワーク・リソースにおける複数のスナップショット
のコンテンツを比較することによって、ネットワーク・リソースの更新情報を動的に監視
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する。このステップは、図２に示すように、以下のステップを含む。
【００５０】
　ステップ２０１は、同じネットワーク・リソースについての複数のスナップショットを
取得することである。
【００５１】
　なお、ブラウザは、同じネットワーク・リソースについての連続するスナップショット
を取得することを、誘発される構成であってもよく、この誘発（トリガー）方法は、以下
に更に説明するような、定期的トリガーおよび即時トリガーを含んでいてもよい。
【００５２】
　一つ目のトリガー方法として、定期的トリガーは、予め設定された時間間隔を用いるも
のである。
【００５３】
　この時間間隔は、システム（例えばブラウザ）内に、動的監視すべき全てのネットワー
ク・リソースについて均一に設定されていてもよいし、システム内に、動的監視すべき個
々のネットワーク・リソースの属性に基づいて、これらネットワーク・リソースに対して
別々に設定されていてもよい。また、この時間間隔は、ユーザーが好みに応じて設定する
こともできる。
【００５４】
　二つ目のトリガー方法として、即時トリガーは、ユーザーからの１つ以上の更新指示に
応じるものである。
【００５５】
　この更新指示は、ユーザーによるブラウザを開く指示、ユーザーによるブラウザを閉じ
る指示、ユーザーによるブラウザを使用する指示、などのうちのいずれか１つ以上を含ん
でいてもよい。ブラウザを使用する指示は、メニューバーやサイドバーを開くこと、履歴
や最頻アクセスレコード（the most frequently visited record）、最終アクセスレコー
ド（the most recently visited record）を開くこと、お気に入りフォルダを開くこと、
アドレスバーのドロップダウン・リストを開くこと、動的に監視されたネットワーク・リ
ソースを開くこと、などを含んでもよい。
【００５６】
　また、ブラウザによってネットワーク・リソースを動的に監視することは、ブラウザの
お気に入りフォルダに列挙されている動的監視する必要があるネットワーク・リソースの
更新情報を動的に監視することと、ブラウザのアドレスバーのドロップダウン・リストに
列挙されている動的監視する必要があるネットワーク・リソースの更新情報を動的に監視
することと、ブラウザのアドレズバーに入力されたウェブアドレスによって示された動的
監視する必要があるネットワーク・リソースの更新情報を動的に監視することと、のうち
のいずれかを含んでもよい。言い換えると、ブラウザは、初期設定に従って、お気に入り
フォルダ又はアドレスバーに列挙された全てのネットワーク・リソースを、動的監視すべ
きネットワーク・リソースとして扱ってもよい。或いはブラウザは、例えば、ユーザーが
あるネットワーク・リソースをお気に入りフォルダの中に保存するときに、このネットワ
ーク・リソースを動的監視すべきネットワーク・リソースとして特定するかどうか選択す
るようユーザーに促す、などのように、受け取った一以上のユーザー指示に基づいて、動
的監視するネットワーク・リソースを決定してもよい。また、予め設定されたルール、例
えばウェブログなど、に基づいて、ブラウザが、お気に入りフォルダ及びアドレスバーを
自動的に解析して、どのネットワーク・リソースを動的に監視すべきかを決定してもよい
。ブラウザはその後、決定されたネットワーク・リソースを動的に監視する。これらネッ
トワーク・リソースのいずれかのうちの、いずれかの更新が、予め決められた（既定の）
条件（この既定の条件は、ブラウザによって設定されてもよいし、ユーザーによって設定
されてもよい）に達したときには、ユーザーは、通知され或いは促されることができる。
つまり、種々の特定方法を用いて、コンテンツの変化についてどのネットワーク・リソー
スをブラウザによって動的に監視すべきか決定して、既定の通知条件を満たすときにユー
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ザーに通知してもよい。
【００５７】
　ステップ２０２は、個々のネットワーク・リソースの特定コンテンツをキャプチャーす
ることである。
【００５８】
　実行するにおいて、ネットワーク・リソースのＨＴＭＬソースコードに基づく文書オブ
ジェクト・モデル又は同様の機能性を持つ他のモデル（Model）、或いはＨＴＭＬソース
コードそれ自体が、ネットワーク・リソースの特定コンテンツをキャプチャーするために
用いられ得る。さらに、ネットワーク・リソースの特定コンテンツをキャプチャーするた
めに、種々の方法が用いられ得る。例えば、特定コンテンツは、ネットワーク・リソース
の特定エリアを介してキャプチャーされてもよいし、ネットワーク・リソースの特定エレ
メントを介してキャプチャーされてもよい。
【００５９】
　より詳しくは、文書オブジェクト・モデルを介した特定エリアの取得は、種々の方法で
実現され得る。ネットワーク・リソースの特定エリアは、所定の特定エリア決定方法によ
って取得され得るし、或いはユーザー定義のメソッドによって取得され得る。さらに、ブ
ラウザは、特定エリアを取得するためのユーザー定義のメソッドが存在するかどうかを判
定してもよい。ユーザー定義のメソッドが存在する場合、ネットワーク・リソースの特定
エリアは、ユーザー定義のメソッドを用いて取得される。ユーザー定義のメソッドが存在
しない場合、ネットワーク・リソースの特定エリアは、所定の特定エリア決定方法により
取得される。さらに、ブラウザは、最初に、特定エリアを取得するためのユーザー定義の
メソッドが存在するかどうかを判定してもよい。ユーザー定義のメソッドが存在する場合
、ネットワーク・リソースの特定エリアはユーザー定義のメソッドを用いて取得される。
ユーザー定義のメソッドが存在しない場合、ブラウザは、データベースを検索してネット
ワーク・リソースのＵＲＬに合致する特定エリアを探してもよい。ネットワーク・リソー
スのＵＲＬに合致する特定エリアが見つけられない場合には、その後、ネットワーク・リ
ソースの特定エリアは、所定の特定エリア決定方法により取得される。
【００６０】
　特定エレメントを取得することも、種々の方法で実現することができる。例えば、特定
エレメントは、文書オブジェクト・モデルを介して取得されてもよい。より詳しくは、文
書オブジェクト・モデルを介してネットワーク・リソースの特定エレメントを取得するこ
とは、ユーザーに識別されるようにネットワーク・リソースのエレメントの座標を取得す
ることと、ネットワーク・リソースの文書オブジェクト・モデル内に取得した座標をマー
キングすることと、マーキングされた文書オブジェクト・モデル内のノード情報を介して
ネットワーク・リソースの特定エレメントを見つけることと、を含んでもよい。さらに、
特定エレメントは、ユーザーに特定されるように、ネットワーク・リソースのエレメント
のＩＤ、ネーム、又はスタイルに基づいて探索されることもできる。より詳細には、特定
エレメントのＩＤ、ネーム、又はスタイル（例えば、太字フォントや色など）がシステム
機能を用いて最初に取得され、この特定エレメントの例えばテキスト、サイズ、幅、高さ
などのような他の属性（全ての特定エレメントがそのような属性情報を持っているという
わけではなく、また、（一つの）特定エレメントが多数の属性を持っているとしても、ユ
ーザーにとって関心のある属性だけが取得される必要がある）が、特定エレメントのＩＤ
、ネーム、又はスタイルに基づいて取得される。さらに、特定エレメントのＩＤおよび属
性情報を保存することができる。もちろん、このシステムは、ネットワーク・リソースの
特定エレメントを自動的に解析することもできる。
【００６１】
　ステップ２０３は、ネットワーク・リソースの２つの連続するスナップショットを比較
することである。
【００６２】
　より詳細には、ネットワーク・リソースの２つの連続するスナップショットの特定コン
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テンツは、ネットワーク・リソースのＨＴＭＬソースコードに基づいて比較される。或い
は、ネットワーク・リソースの２つの連続するスナップショットの特定コンテンツは、ネ
ットワーク・リソースの対応する文書オブジェクト・モデルに基づいて比較される。
【００６３】
　ステップ１０２は、監視されるネットワーク・リソースから何らかの更新がある場合に
、予め設定された通知手段に従ってユーザーに通知することである。
【００６４】
　好ましくは、監視されるネットワーク・リソースから何らかの更新があるときに、更新
情報が既定の更新通知条件を満たすかどうかを更に判定する。更新情報が条件を満たす場
合、予め設定された通知手段に従ってユーザーに通知される。そうでない場合、ユーザー
には通知されない。もちろん、この更なる判定が省略されて、監視されるネットワーク・
リソースに何らかの更新がある限り、どんな更新であっても予め設定された通知手段に従
ってユーザーに通知されてもよい。更新通知条件は、ネットワーク・リソース内の変更さ
れたワードの総数が所定の閾値を超えること、ネットワーク・リソース内の変更箇所が画
像を含む（画像の変化）こと、ネットワーク・リソース内の変更箇所がリンクを含む（リ
ンクの変化）こと、ネットワーク・リソース内の変更箇所がキーワードを含むこと、ネッ
トワーク・リソース内の変更箇所がマルチメディアファイルを含むこと、ネットワーク・
リソース内の変更箇所が（例えばＲＡＲファイルなどの）ダウンロード可能なファイルを
含むこと、などのうちのいずれか１つ以上の条件を含む。ただし、これらに限定されるわ
けではない。
【００６５】
　また、更新通知手段は、ブラウザによって自動的に設定されてもよいし、ユーザーによ
って設定されてもよい。より詳細には、更新通知手段は、属性の相違に応じて異なるカテ
ゴリーに分類され得る。属性は、“形状”、“位置”、“内容”、及び“エフェクト”を
含んでもよい。“形状”は、ダイアログ・ボックス、吹き出し、及びラベルのうちの、い
ずれか１つ以上を含んでもよい。“位置”は、メニューバー、サイドバー、アドレスバー
、履歴、最頻アクセスレコード、最終アクセスレコード、お気に入りフォルダ、現在のペ
ージ、及び空白ページのうちの、いずれか１つ以上を含んでもよい。“内容”は、タイト
ル、アドレス、イントロダクション、更新時間、及び無効なホームページであることのう
ちの、いずれか１つ以上を含んでもよい。“エフェクト”は、テキストの色、強調表示、
フラッシング（点滅）、及び音声信号のうちのいずれか１つ以上を含んでもよい。
【００６６】
　例として、ユーザーがブラウザを開いたり閉じたりするときに、動的監視する必要があ
るウェブページ内に変化がある場合、どこかの場所にダイアログ・ボックスをポップアッ
プさせて、ウェブサイト又はウェブページの一部または全部が更新されたことを示すこと
ができる。さらに、ダイアログ・ボックス内の通知メッセージは、例えば“更新されまし
た”のように非常に単純なテキストとすることもできるし、更新されたウェブサイトのイ
ントロダクションなどの関連する情報を含んだ、より複雑なテキストとすることもできる
し、テキスト通知と対応する音声信号通知との組み合わせとすることもできる。
【００６７】
　更なる例として、ユーザーがメニューバー又はサイドバーを開いたり、オプション又は
他の列（column）の中のオプションを設定したりするときに、動的監視する必要があるウ
ェブページ内に変化がある場合、吹き出しを用いてどこかの場所に更新されたコンテンツ
の一部または全部を表示させることができる。吹き出しの中のテキストを、種々の色、強
調表示、フラッシング、或いは音声信号にして、異なる効果とともにユーザーに通知する
ことができる。
【００６８】
　更なる例として、ユーザーがブラウザの閲覧履歴、最頻アクセスレコード、又は最終ア
クセスレコードのリストを開くときに、動的監視する必要があるウェブページ内に変化が
ある場合、対応するＵＲＬの項目（entry）上に吹き出しを用いて通知を表示させること
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ができる。通知の内容は、更新されたコンテンツの一部または全部とすることもできるし
、非常に単純なテキスト通知とすることもできる。リスト内の更新された項目は、種々の
色、強調表示、又はフラッシングのような、種々のエフェクトとともに表示されることが
でき、ユーザーの適時アクセスを容易にする。
【００６９】
　ユーザーがアドレスバーのドロップダウン・リストをクリックするときに、動的監視す
る必要があるウェブページ内に変化がある場合、対応するＵＲＬの項目上にラベルを用い
て通知を表示させることができる。或いは、ユーザーがブラウザ内にウェブページを開い
ているときに、このウェブページが動的に監視されているウェブページであってこのウェ
ブページ内に変化がある場合、ダイアログ・ボックスや吹き出し、ラベルなどを用いてユ
ーザーに通知することができる。
【００７０】
　上記した通知方法の例は網羅的なものではなく、当業者であれば、上記の方法を拡大ま
たは変更して、例えば上記したとは別の属性の組み合わせなどによって、別の異なる通知
方法を作り出すことができる、と理解される。ウェブサイト又はウェブページの一部また
は全部が更新されたことをユーザーに通知することができるものであれば、いかなる方法
でも、上記の通知方法の一つとなり得る。例えば、一度開かれているが現在は見れないウ
ェブページまたは、一度開かれているが現在は見れないウィンドウについては、ブラウザ
は更新されたウェブページを通知することもできるし、正面の可視領域に直接立ち上げて
ユーザーに通知することもできる。つまり、ダイアログ・ボックス、吹き出し、ラベル、
及び音声信号のうちのいずれか１つ以上を介して、ブラウザインターフェイス内または端
末インターフェイス内におけるブラウザインターフェイス外の領域に、更新通知を提供す
ることができる。また上記の通知方法は、携帯端末に通知メッセージを送信するための通
信ソフトウェアツール（即ち、サードパーティツール）を含んでもよく、その結果、携帯
端末を持つユーザーは、コンピュータや他の固定端末の前に座れないときであっても更新
通知を受け取ることができる。サードパーティツールは、Ｅメール、インスタントメッセ
ンジャ（IM）、及び他の通信ツールを含むことができる点に注目すべきである。
【００７１】
　また、通知の内容は、更新されたコンテンツの一部または全部に設定することもできる
し、単純なテキスト通知とすることもできる点に留意されたい。リスト内の更新された項
目は、種々の色、強調表示、又はフラッシングを用いて表示されて、ユーザーによる適時
アクセスを容易とすることができる。更新された項目が多数あり、ユーザーがこれら多数
の項目のいくつかだけを読み込む場合、ブラウザは、ユーザーが読み込んでいない項目に
ついて、ユーザーに通知するよう構成されてもよいし、通知しないよう構成されてもよい
。例えば、更新された項目が１０あり、ユーザーがそのうちの９の項目だけを読み込んだ
場合、次回にユーザーに通知することもできるし、もうユーザーに通知しなくてもよい。
【００７２】
　さらに、ユーザーが更新通知を受け取りこの通知をクリックして読み込むとき、この通
知方法は更に、ユーザーから、対応するネットワーク・リソースを読み込むための指示を
受けることと、ネットワーク・リソースの特定の変化があったコンテンツの表示を、例え
ば強調表示などで、目立たせることと、処理されたネットワーク・リソースのコンテンツ
をユーザーに表示することと、を含むことができる。より詳しくは、上記の、ネットワー
ク・リソースの特定の変化があったコンテンツの表示を目立たせることは、新規にコンテ
ンツが追加された場合に、ネットワーク・リソースの追加されたコンテンツの表示を目立
たせることと、コンテンツの一部または全部が変更された場合に、変化したネットワーク
・リソース（修正後）内の変更されたコンテンツの表示を目立たせることと、コンテンツ
が削除された場合に、前の状態のネットワーク・リソース（削除前）の削除されるコンテ
ンツの表示を目立たせることと、を含む。
【００７３】
　図３は、本発明に係るブラウザの説明ブロック図を示す。このシステムは、動的監視モ
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ジュール３１０と、更新通知モジュール３２０とを含む。
【００７４】
　動的監視モジュール３１０は、ネットワーク・リソースを動的に監視するために用いら
れてもよい。より詳細には、動的監視モジュール３１０は、同じネットワーク・リソース
の連続するスナップショットを取得し、連続するスナップショットのコンテンツを比較す
ることを通じて、ネットワーク・リソースの更新情報を動的に監視する。さらに、動的監
視モジュール３１０がスナップショットを取得するときに、動的監視モジュール３１０は
、予め設定された時間間隔に基づいて定期的に、同じネットワーク・リソースの連続する
スナップショットを取得してもよいし、動的監視モジュール３１０は、ユーザーからの更
新指示に基づいて、同じネットワーク・リソースの連続するスナップショットを取得して
もよい。このユーザーからの更新指示は、ユーザーによるブラウザを開く指示、ユーザー
によるブラウザを閉じる指示、ユーザーによるブラウザを使用する指示、などのうちの１
つ以上を含む。
【００７５】
　更新通知モジュール３２０は、監視されるネットワーク・リソースからの更新を動的監
視モジュール３１０が検知したときに、予め設定された更新通知手段に従ってユーザーに
通知するために、用いられてもよい。更新通知手段は、受け取ったユーザー設定指示によ
って設定されてもよいし、システム（例えばブラウザ）によって自動的に設定されてもよ
い。更新通知手段は、ダイアログ・ボックス、吹き出し、ラベル、音声信号、及び他の形
のうちのいずれか１つ以上を通じて、ブラウザインターフェイス内に更新通知を提供する
こと、ダイアログ・ボックス、吹き出し、ラベル、音声信号、及び他の形のうちのいずれ
か１つ以上を通じて、端末インターフェイス内且つブラウザインターフェイス外の領域に
、更新通知を提供すること、又は、通信ソフトウェアツールを通じて、携帯端末に更新通
知を送信することを含む。
【００７６】
　図４は、本発明に係るブラウザの説明構造図を示す。このシステムは、動的監視モジュ
ール４１０と更新通知モジュール４２０とを含む。
【００７７】
　動的監視モジュール４１０は、ネットワーク・リソースを動的に監視するために用いら
れてもよい。より詳細には、動的監視モジュール４１０は、同じネットワーク・リソース
の連続するスナップショットを取得し、連続するスナップショットのコンテンツを比較す
ることを通じて、ネットワーク・リソースの更新情報を動的に監視する。さらに、動的監
視モジュール４１０は、ユーザーから受け取った動的監視する必要があるネットワーク・
リソースを特定する１以上の指示に基づいて、動的監視すべきネットワーク・リソースを
識別する、又は、予め設定されたルールを用いた解析に基づいて、監視すべきネットワー
ク・リソースを自動的に識別する、ために用いられる、識別ユニット４１１を含む。従っ
て、識別ユニット４１１に識別された監視すべきネットワーク・リソースに基づいて、動
的監視モジュール４１０は、ブラウザのお気に入りフォルダ内の動的監視すべきネットワ
ーク・リソースの更新情報を動的に監視することや、ブラウザのアドレスバーのドロップ
ダウン・リスト内の動的監視すべきネットワーク・リソースを動的に監視することや、ブ
ラウザのアドレスバー内に入力されたウェブアドレスによって示された動的監視すべきネ
ットワーク・リソースを動的に監視すること、などができる。
【００７８】
　また、動的監視モジュール４１０は、ネットワーク・リソースの特定コンテンツの更新
情報を動的に監視することもできる。より詳細には、動的監視モジュール４１０は、最初
に監視されるネットワーク・リソースの連続するスナップショットを取得し、スナップシ
ョットの特定コンテンツをキャプチャーし、そしてネットワーク・リソースの連続するス
ナップショットの特定コンテンツを比較する。
【００７９】
　更新通知モジュール４２０は、監視されるネットワーク・リソースからの更新を動的監
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視モジュール４１０が検知したときに、予め設定された更新通知手段に従ってユーザーに
通知するために、用いられてもよい。更新通知手段は、受け取ったユーザー設定指示によ
って設定されてもよいし、システム（例えばブラウザ）によって自動的に設定されてもよ
い。さらに、更新通知モジュール４２０は、１つ以上の更新通知条件を予め設定するため
に用いられる第１プリセットユニット４２１を含んでもよい。予め設定される更新通知条
件は、ネットワーク・リソース内の変更されたワードの総数が所定の閾値を超えること、
ネットワーク・リソース内の変更箇所が画像を含む（画像の変化）こと、ネットワーク・
リソース内の変更箇所がリンクを含む（リンクの変化）こと、ネットワーク・リソース内
の変更箇所がキーワードを含むこと、ネットワーク・リソース内の変更箇所がマルチメデ
ィアファイルを含むこと、のうちのいずれか１つ以上の条件を含む。従って、監視される
ネットワーク・リソースに何らかの更新があり、この更新情報が第１プリセットユニット
４２１によって予め設定された更新通知条件のいずれかを満たすとき、更新通知モジュー
ル４２０は、予め設定された更新通知手段に従ってユーザーに通知する。
【００８０】
　また、更新通知モジュール４２０は、１以上の受け取ったユーザー設定指示に基づいて
更新通知手段を予め設定する、又は、自動的に更新通知手段を予め設定する、ために用い
られる第２プリセットユニット４２２を含んでもよい。更新通知手段は、ダイアログ・ボ
ックス、吹き出し、ラベル、音声信号、及び他の形のうちのいずれか１つ以上を通じて、
ブラウザインターフェイス内に更新通知を提供すること、ダイアログ・ボックス、吹き出
し、ラベル、音声信号、及び他の形のうちのいずれか１つ以上を通じて、端末インターフ
ェイス内且つブラウザインターフェイス外の領域に、更新通知を提供すること、又は、通
信ソフトウェアツールを通じて、携帯端末に上記更新通知を送信すること、を含んでもよ
い。
【００８１】
　このように、本開示は、新しい更新通知方法及び関連するブラウザを提供する。ウェブ
ページがブラウザを通じて直接監視されるので、ＲＳＳ出力をサポートしていないものを
含むさまざまなウェブページを動的に監視することができ、監視されるネットワーク・リ
ソースが更新された後に、多種多様な方法で自発的かつ適時にユーザーに通知することが
できる。本発明によれば、ネットワーク・リソースの更新情報の動的監視の機能は、（一
つの）ブラウザによって実行されてもよい。従って、ユーザーがこのブラウザを使用する
とき、ユーザーは自分が関心を持ったネットワーク・リソースを快適に動的監視できるば
かりでなく、適時にこれらのネットワーク・リソースの更新されたコンテンツを四見込む
ことができる。さらに、ユーザーがあるウェブページを購読したいときには、ユーザーは
、このウェブページを購読して更新されたコンテンツを読み込むために、ＲＳＳリーダー
とブラウザの両方（つまり、２つのクライアント側のツール）を同時に開く必要がないも
のである。その上、ユーザーが関心を持ったウェブページからの更新をユーザーに通知す
るのに、ブラウザのオリジナルのお気に入りフォルダを用いることができ、ユーザーは、
開示された本方法を非常に快適に使用することができるようになる。加えて、本発明によ
るブラウザは、動的に監視されているネットワーク・リソースからの更新情報が、所定の
更新通知条件を満たすときに、多種多様な方法を用いてユーザーに通知することができる
。その後、ユーザーが更新されたネットワーク・リソースを読み込んだときには、このブ
ラウザは、ユーザーの個々のニーズに合うような多くのフォーマットを介して、ユーザー
に対して更新されたコンテンツを表示することができる。また、通信ソフトウェアツール
を用いて携帯端末に更新通知メッセージを送信することができ、ユーザーは、コンピュー
タの前に座っていなくても、適時に更新通知を受け取ることができる。従って、本願発明
の適用範囲を広げることができる。
【００８２】
　当業者であれば、上述の実施形態のステップの一部または全部がプログラムを用いて関
連するハードウェアに指示することで実行されてもよいことや、実行されるときに上で開
示される方法のステップの何れか１つ又は組み合わせたものを含んだプログラムが、コン
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ピュータで読み込み可能な記憶媒体に格納され得ることを理解できる。例えば、本発明の
実施形態は、コンピュータプログラムコードを含むコンピュータで読み込み可能な記憶媒
体を提供する。ここで、このコンピュータプログラムコードは、コンピュータユニットで
実行されたときにコンピュータユニットに対して、ネットワーク・リソースを動的に監視
することと、監視されるネットワーク・リソースが更新された場合に、予め設定された更
新通知手段に従ってユーザーに通知することと、を実行するように指示する。
【００８３】
　なお、本発明の種々の実施形態における種々の機能的ユニットは、１つの処理モジュー
ルに統一化することができる。各ユニットを物理的に別々にすることもできるし、或いは
２つ以上のユニットを１つのモジュールに統一化することもできる。例えば、上述の本発
明の実施形態における更新サブシステム及び通知サブシステムは、ブラウザのクライアン
ト側で一つのシステムとして用いられることができ、また、同時或いは異なる時点におい
て個々の機能を実行するための、ブラウザのクライアント側の２つの独立したシステムと
して用いられてもよい。統一化されたモジュールは、ハードウェアの形式、またはソフト
ウェアの機能的なモジュールの形式で実行されることができる。統一化されたモジュール
がソフトウェアの機能的なモジュールの形式で実施され、独立した製品として売られ又は
使用される場合、コンピュータで読み込み可能な記憶媒体に格納されることもできる。
【００８４】
　そして、上述の記憶媒体は、読み取り専用のメモリー、ディスク、またはＣＤ－ＲＯＭ
になり得る。
【００８５】
　本発明において記載されるシステム、および方法は、様々なネットワーク、または例え
ばパーソナルコンピュータなどを含むコンピュータ装置のようなクライアント端末環境、
または携帯電話や移動体通信装置、パーソナルディジタルアシスタント（ＰＤＡ）、他の
電子機器に適用することが可能である。
【００８６】
　上の詳細な記述は、本発明により提供される更新通知方法、および関連するブラウザを
説明するものである。個々の例は、本発明の動作原理と実施を説明するために用いられた
ものである。しかしながら、本実施形態は、本発明の実施を理解する手助けのために用い
られたにすぎない。また、特定の実施および適用範囲は、当業者によって本発明の動作原
理に基づいて変更が可能である。要するに、この明細書の内容は、本発明に対して何らか
の限定を行うものとして解釈されるべきでない。
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